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　平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに当社第90期第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日　
至2020年９月30日）の事業の概況等についてご報告申し上げます。
　当第２四半期連結累計期間の世界経済は、依然として新型コロ
ナウイルス感染症の世界的な流行が続いており、一部規制緩和の
動きも見られますが、第２波への恐れから回復は緩やかなものと
なっております。米国では、経済活動の再開から設備投資は緩や
かに回復しているものの、６月以降の新型コロナウイルス感染症
の再拡大により雇用環境や個人消費は厳しい状況が続いておりま
す。中国では、諸外国より早期に経済活動を再開し、これまでの
日常を取り戻しつつありますが、所得環境の低迷により個人消費
の回復スピードは緩やかとなっております。欧州においては、国
境封鎖、外出制限、いわゆるロックダウンが解除されたことで、
景気は緩やかな回復基調ではありますが、雇用環境は厳しい状況
が続いております。アジアでは、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大の影響を受け、経済活動が制限されており、インバウンド
需要や個人消費が減少しております。
　我が国経済においては、緊急事態宣言が解除されたことにより
生産、個人消費、輸出は徐々に回復傾向にあるものの、テレワー
クの実施、休業の増加、ソーシャルディスタンスなど、いわゆる

代表取締役社長
社長役員

渡邊 邦幸

「３密」を回避するための感染対策の継続や、渡航制限によるイン
バウンド需要がほぼゼロの状態が続いており、今後の景気回復
ペースは緩やかなものとなり、今後も新型コロナウイルス感染症
の影響は続くと予想されます。
　当社グループの関連する自動車業界では、新型コロナウイルス
感染症の影響を受け、生産活動の停滞等もあり国内・海外共に自
動車販売は前年同期比では減少となりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う主得意先の稼働停止及び
生産調整による大幅な減産影響を受け、602億84百万円と前年同
四半期に比べ418億24百万円（△41.0％）の減収となりました。
営業損失は115億11百万円（前年同四半期は39億31百万円の営業
利益）、経常損失は104億58百万円（前年同四半期43億95百万円
の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は、114億94
百万円（前年同四半期14億円の親会社株主に帰属する四半期純利
益）となりました。
　株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援とご
指導を賜りますようお願い申し上げます。

　2020年12月

河西グループは
誠意と新しい技術の創造によって
価値ある商品、サービスをグローバルに提供し、
顧客、株主、従業員をはじめ、
全ての関わる人々の幸福を実現します。

株主の皆様へ
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セグメント別売上高（連結） 得意先別売上シェア（連結）セグメント別営業利益（連結）

32,942
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（単位：百万円）■日本 ■北米 ■欧州 ■アジア

第87期
第２四半期累計

第88期
第２四半期累計

第90期
第２四半期累計
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第２四半期累計
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（単位：%）■日産圏 ■ホンダ圏 ■トヨタ圏 ■その他

第87期
第２四半期累計

第88期
第２四半期累計

第89期
第２四半期累計

第90期
第２四半期累計

43

22

22

133,619

4,572

3,624

668
284

△824

1,494

2,688

8291,096

△624

486

1,252

△6,056

△3,526

△2,843

（単位：百万円）■日本 ◆北米 ●欧州 ●アジア

第87期
第２四半期累計

第88期
第２四半期累計

第89期
第２四半期累計

第90期
第２四半期累計

（日本）
　新型コロナウイルス感染症の影響による得意先の稼働停止及び生産調整による減産を受け、売上高
は198億17百万円と前年同四半期比121億53百万円の減収（△38.0％）となり、セグメント損失は28
億43百万円（前年同四半期はセグメント利益４億86百万円）となりました。

（北米）
　新型コロナウイルス感染症の影響による得意先の稼働停止及び生産調整による減産を受け、売上高
は206億51百万円と前年同四半期比226億33百万円の減収（△52.3％）となり、セグメント損失は60
億56百万円（前年同四半期はセグメント利益８億30百万円）となりました。

（欧州）
　新型コロナウイルス感染症の影響はあるものの、ドイツ新規拠点の設立(2019年４月設立)及びスロ
バキアにおける新車立上げにより売上高は77億46百万円と前年同四半期比５億96百万円の増収（+8.3
％）となりましたが、立上げ準備費用の増加等により、セグメント損失は35億26百万円と前年同四半
期比27億１百万円の減益となりました。

（アジア）
　主に中国において新型コロナウイルス感染拡大による得意先生産台数の減少により売上高は120億
68百万円と前年同四半期比76億34百万円の減収（△38.7％）となり、セグメント利益は12億52百万
円と前年同四半期比23億72百万円の減益（△65.4％）となりました。

セグメント別業績
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売上高

親会社株主に帰属する当期純利益

営業利益／通期営業利益率

総資産／純資産

経常利益／通期経常利益率

配当金

112,195112,394
102,109

60,284

第87期

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期

第90期第89期第88期

227,257

204,632
224,036

150,692

64,993

143,287

70,150

141,076

69,713

142,880

50,673

第87期

（単位：百万円）総資産　　　第２四半期　　　期末
純資産　　　第２四半期　　　期末

第90期
第２四半期

第89期第88期 第87期

（単位：円）　中間　　　期末

第90期第89期

27

0

9

18

第88期

36
18

18

34
17

17

△11,511

第87期

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期
　通期営業利益率

第90期第89期第88期

5,681

4.6％
10,470

8,512

6.2％
13,966

2.0％
4,033

3,931

4,937

11,081

14,420

4,395

△10,458

4.9％

6.4％

第87期

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期
　通期経常利益率

第90期第89期第88期

5,943

8,815

2.4％

1,400

△2,017

△11,494
第87期

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期

第90期第89期第88期

4,536

2,418

7,709

5,016

財務ハイライト（連結）
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四半期連結貸借対照表（要旨） 四半期連結損益計算書（要旨）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

第90期第２四半期 第89期
2020年9月30日 2020年３月31日

（資産の部）

流動資産 69,063 75,094

固定資産 73,816 75,597

有形固定資産 63,487 64,809

無形固定資産 1,200 1,462

投資その他の資産 9,128 9,325

資産合計 142,880 150,692

（負債の部）

流動負債 55,537 61,367

固定負債 36,668 24,331

負債合計 92,206 85,699

（純資産の部）

株主資本 47,914 59,758

資本金 5,821 5,821

資本剰余金 5,876 5,876

利益剰余金 36,752 48,596

自己株式 △535 △535

その他の包括利益累計額 △5,072 △3,770

非支配株主持分 7,831 9,004

純資産合計 50,673 64,993

負債純資産合計 142,880 150,692

第90期第２四半期累計 第89期第２四半期累計
自2020年４月 1 日 自2019年４月 1 日
至2020年９月30日 至2019年９月30日

売上高 60,284 102,109
売上原価 63,270 88,666
売上総利益又は売上総損失（△） △2,986 13,442
販売費及び一般管理費 8,525 9,510
営業利益又は営業損失（△） △11,511 3,931
営業外収益 2,018 785
営業外費用 965 322
経常利益又は経常損失（△） △10,458 4,395
特別利益 21 10
特別損失 292 197
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純損失（△） △10,729 4,208
法人税、住民税及び事業税 743 1,663
法人税等調整額 △395 23
四半期純利益又は四半期純損失（△） △11,077 2,521
非支配株主に帰属する四半期純利益 416 1,120
親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △11,494 1,400

第90期第２四半期累計 第89期第２四半期累計
自2020年４月 1 日 自2019年４月 1 日
至2020年９月30日 至2019年９月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,744 8,829
投資活動によるキャッシュ・フロー △4,723 △7,216
財務活動によるキャッシュ・フロー 11,197 △878
現金及び現金同等物に係る換算差額 △493 △582
現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △764 152
現金及び現金同等物の期首残高 21,211 17,807
現金及び現金同等物の四半期末残高 20,446 17,960

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

連結財務諸表
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トピックス

KASAIグループは、2020年に入り、国内グループ会社の再編を進めてまいりました。
当社の100％子会社である河西テック株式会社は、金型および治工具の設計、製作加工事業を行っております。当社の生産

技術部門との業務一本化により、KASAIグループの経営資源の集中・有効活用を図ると共に、技術開発の向上及び経営の効
率化を目的として、当社は、2020年７月、河西テック（株）を吸収合併いたしました。

更に、日本地域における生産体制の全体最適化による収益力強化を目的として、日本国内のグループ会社である九州河西（株）、
三重河西（株）、群馬河西（株）、および当社の寒川工場、寄居工場を統合し、2020年10月１日、河西工業ジャパン株式会社
を設立いたしました。河西工業ジャパンは、『日本地域会社として、河西グループの先進技術による高効率生産により、グルー
プ最高水準の収益を確保し、グループと社会に貢献する。』を目標に、ものづくり技術の発信を行い、拠点統合効果を具現化
し自立経営を目指してまいります。

１．国内グループ会社の再編

受賞したトロフィ

当社は、この度、当社が開発した『３D縫製加飾ヘッドライニング』が評価され、主得意先である日産
自動車株式会社から2020年『Nissan Global Supplier Award-Innovation Award』を受賞いたしま
した。本賞は、商品力向上やブランド力向上に繋がる革新的な取り組みを実践した会社に贈られる賞で、
本製品は昨年の11月にも2019年『“超”モノづくり部品大賞 モビリティー関連部品賞』を受賞しており、
今回、主得意先から高評価を得たことにより、改めて当社のモノづくり技術を顧客にアピールすることが
出来ました。

２．Nissan Global Supplier Award-Innovation Awardを受賞

商　号 河西工業ジャパン株式会社
KASAI KOGYO JAPAN CO.,LTD.

事業内容 自動車内装部品製造及びこれに付帯する事業

本　社 神奈川県高座郡寒川町宮山3316

代表者 代表取締役社長　半谷　勝二

資本金 90百万円

従業員数 1,000人（2020年10月１日）

株　式 河西工業株式会社　100％出資

河西工業ジャパン
拠点所在地

宇佐工場
三重工場

滋賀工場

本社・寒川工場

寄居工場

館林工場太田工場

河西工業ジャパン
拠点所在地

宇佐工場
三重工場

滋賀工場

本社・寒川工場

寄居工場

館林工場太田工場

河西工業ジャパン
会 社 概 要
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商 号 河西工業株式会社
事 業 自動車内装・外装部品の製造・販売

及びこれに付帯する一切の事業
創 業 年 月 1912年１月
設 立 年 月 1946年10月
資 本 金 58億21百万円
上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部
従 業 員 数 単独1,254名

連結9,105名

本 社 神奈川県高座郡寒川町宮山3316番地

富士宮事業所 静岡県富士宮市北山4839-24

子 会 社 国内３社　海外14社

関 連 会 社 国内３社　海外５社

会社概要 株式の状況

事業所

役　員

（2020年９月30日現在）

（2020年10月１日現在）

（2020年９月30日現在）

金融機関
29.0%

（11,475千株）
個人・その他

30.0%
(11,855千株)

  その他の法人
 25.9%
(10,229千株)外国法人等

11.1%
(4,375千株)

自己名義株式
1.7%

(663千株)
金融商品
取引業者

2.3%
（912千株）

発行可能株式総数 127,695,000株

発行済株式の総数 39,511,728株
（うち自己株式663,054株）

株主数 29,313名

大株主（上位５名）

株　主　名 持株数 持株比率
長瀬産業株式会社 5,404千株 13.9%
株式会社日本カストディ銀行 3,585千株 9.2%
株式会社りそな銀行 1,825千株 4.7%
株式会社タチエス 1,692千株 4.3%
日本マスタートラスト 
信託銀行株式会社 1,565千株 4.0%

所有者別株式分布状況

代表取締役社長 社長役員 渡 　 邊 　 邦 　 幸
取 締 役 専 務 役 員 半 　 谷 　 勝 　 二
取 締 役 専 務 役 員 山 　 道 　 昇 　 一
取 締 役 結 　 川 　 孝 　 一※

取 締 役 上 　 島 　 宏 　 之※

取 締 役 監 査 等 委 員 伊 豆 野 　 　 　 学※

取 締 役 監 査 等 委 員 平 　 田 　 省 　 三※

取 締 役 監 査 等 委 員 横 　 山 　 和 　 彦※

（注）※印は社外取締役であります。

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

010_0113001602012.indd   6 2020/11/27   17:14:31



●ホームページのご案内
　 企業活動全般の情報や決算発表資料等を

適時掲載しておりますので、是非ご活用
ください。

https://www.kasai.co.jp/

株　主　メ　モ

（ご注意）
１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設さ

れている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行
が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託
銀行）にお問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいた
します。

３．未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いたします。

事 業 年 度 ４月１日～翌年３月31日
期末配当金受領株主確定日 ３月31日
中間配当金受領株主確定日 ９月30日
定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　
証券代行部
東京都府中市日鋼町１－１
TEL : 0120－232－711

（通話料無料）
郵送先 : 〒137－8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　
証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告

（https://www.kasai.co.jp/）
やむを得ない事由によって電子
公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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